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１
生
活
意
識
を
問
う
意
味

　

こ
れ
ま
で
、自
治
労
北
海
道
本
部
が
実
施
し
て
き
た「
組

合
員
意
識
調
査
」
に
関
し
て
、
２
０
０
１
・
03
・
05
・

07
・
09
・
11
年
の
計
六
回
一
〇
年
に
わ
た
る
調
査
を
対
象

に
、
調
査
結
果
の
概
要
、
職
場
の
人
間
関
係
、
仕
事
と
評

価
、
労
働
組
合
、
労
働
基
本
権
、
政
党
と
道
政
に
つ
い
て
、

北
海
道
の
地
方
公
務
労
働
者
（
た
だ
し
、
自
治
労
北
海
道

本
部
加
入
単
組
組
合
員
）
の
種
々
の
意
識
と
そ
の
変
化
を

た
ど
っ
て
き
た
が
、
こ
の
間
の
調
査
に
お
い
て
設
定
さ
れ

た
設
問
カ
テ
ゴ
リ
ー
の
う
ち（
１
）、
生
活
意
識
に
関
す
る
も
の

は
デ
ー
タ
の
制
約
の
た
め
（
05
調
査
で
設
問
減
、
09
調
査

以
降
は
設
問
な
し
）、
検
討
対
象
か
ら
除
外
せ
ざ
る
を
得

な
か
っ
た
。

　

し
か
し
、
生
活
意
識
に
関
す
る
設
問
が
13
調
査
に
て
、

01
・
03
調
査
と
ほ
ぼ
同
じ
内
容
で
復
活
し
、
一
〇
年
を
超

え
る
期
間
で
の
比
較
が
可
能
に
な
っ
た
。
そ
こ
で
こ
の
稿

で
は
、
こ
れ
ま
で
対
象
と
し
て
き
た
範
囲
を
二
年
延
長
し

て
、
01
調
査
か
ら
13
調
査
ま
で
の
計
七
回
一
二
年
を
対
象

に
、
北
海
道
の
地
方
公
務
労
働
者
の
生
活
意
識
と
そ
の
変

化
を
探
る
こ
と
と
す
る
。

　

あ
ら
か
じ
め
、
組
合
員
意
識
調
査
で
の
生
活
意
識
に
係

る
設
問
に
つ
い
て
概
要
を
紹
介
し
て
お
こ
う
。
こ
の
間
に

設
定
さ
れ
た
設
問
は
、
①
生
活
の
満
足
度
（
01
～
07
、
13

調
査
）、
②
日
頃
の
関
心
事
（
01
～
07
、
13
調
査
）、
③
生

活
観
・
生
活
目
標
（
01
・
03
、
13
調
査
）、
④
生
活
の
中

心
を
ど
こ
に
お
く
か
（
01
・
03
、
13
調
査
）
の
四
問
で
あ

る
。
こ
の
間
、
設
問
内
容
に
は
変
化
が
な
い
た
め
意
識
変

化
の
検
討
に
は
好
都
合
で
あ
る
（
②
の
み
選
択
方
法
に
変

化
あ
り
）。

　

組
合
員
意
識
調
査
全
体
に
お
い
て
、
生
活
意
識
と
い
う

設
問
カ
テ
ゴ
リ
ー
は
異
彩
を
放
っ
て
い
る
。
他
の
設
問
の

多
く
が
、
事
実
そ
の
も
の
を
問
う
か
、
仕
事
・
労
働
運
動
・

政
治
的
諸
問
題
等
の
具
体
的
な
事
象
へ
の
判
断
を
問
う
も

の
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
人
々
の
価
値
観
を
、
い
さ
さ
か

大
仰
に
い
え
ば
生
き
方
を
問
う
も
の
だ
か
ら
で
あ
る
。
北

海
道
の
地
方
公
務
労
働
者
た
ち
が
、
こ
の
社
会
で
生
き
て

い
る
「
現
在
」
を
ど
う
感
じ
て
い
る
か
（
①
）、
何
に
関

心
を
持
ち
（
②
）、
何
を
求
め
て
（
③
）、
ど
こ
に
軸
足
を

置
い
て
（
④
）
生
き
、
生
き
て
い
こ
う
と
し
て
い
る
の
か

を
問
い
か
け
る
の
が
生
活
意
識
に
係
る
設
問
だ
と
位
置
づ

け
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

　

そ
れ
ゆ
え
、
こ
れ
ら
の
設
問
へ
の
回
答
傾
向
の
う
ち
の

い
く
つ
か
は
、
た
と
え
ば
「
国
民
」
の
生
活
意
識
と
比
較

す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
事
実
、
こ
れ
ら
の
設
問
の
う

ち
い
く
つ
か
は
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
世
論
調
査
部
が
一
九
七
三
年
以

降
五
年
ご
と
に
実
施
し
て
き
た
「
日
本
人
の
意
識
」
調
査（
２
）

を
参
考
に
し
て
考
案
さ
れ
て
き
た
と
い
う
。「
国
民
」
意

識
と
の
比
較
は
別
に
扱
う
こ
と
と
し
、
北
海
道
の
地
方
公

務
労
働
者
た
ち
の
生
活
意
識
を
探
っ
て
い
こ
う
。

　
２
生
活
満
足
度

－「
現
在
」の
生
活
の
感
じ
方

　

図
表
１
は
、
生
活
満
足
度
を
問
う
設
問
（
今
の
生
活
に

満
足
し
て
い
る
か
）
へ
の
回
答
の
変
化
を
示
し
た
も
の
で

あ
る
。
07
調
査
と
13
調
査
の
間
に
は
七
年
の
間
隔
が
あ
る

地
方
公
務
労
働
者
の
意
識
構
造
と
労
働
者
像
⑺

自
治
労
北
海
道
本
部
「
組
合
員
意
識
調
査
」
の
10
年
―
生
活
意
識

　

杉　

本　

龍　

紀
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た
め
変
化
の
傾
向
を
見
る
に
は
い
さ
さ
か
の
困
難
が
あ
る

が
、
こ
の
間
を
通
じ
て
、
最
大
の
回
答
層
は
弱
満
足
（
ど

ち
ら
か
と
い
え
ば
満
足
）、
次
い
で
弱
不
満
（
ど
ち
ら
か

と
い
え
ば
不
満
）
で
あ
る
こ
と
は
変
わ
ら
な
い
が
、
強
満

足
（
満
足
）
と
強
不
満
（
不
満
）
は
そ
の
位
置
を
変
え
て

き
た
。
全
体
の
傾
向
は
、
01
調
査
と
03
調
査
で
は
目
立
っ

た
変
化
は
な
い
が
、
05
調
査
で
は
強
弱
合
わ
せ
た
不
満
層

が
50
％
弱
に
急
増
し
、
07
調
査
に
な
る
と
50
％
を
超
え
、

二
〇
〇
〇
年
代
半
ば
に
は
生
活
満
足
度
が
低
下
し
た
。
し

か
し
そ
の
傾
向
は
六
年
後
の
13
調
査
に
な
る
と
反
転
し
、

強
弱
合
わ
せ
た
不
満
層
が
40
％
強
に
減
少
し
、
強
満
足
層

が
こ
の
間
の
最
大
割
合
に
達
し
た
こ
と
も
あ
っ
て
強
弱
合

わ
せ
た
満
足
層
が
60
％
近
く
に
達
し
た
。

　

01
調
査
か
ら
13
調
査
ま
で
の
一
二
年
間
に
、
生
活
満
足

度
の
低
下
（
＝
不
満
度
の
上
昇
）
と
反
転
上
昇
（
＝
不
満

度
の
低
下
）
と
い
う
相
反
す
る
動
き
が
生
じ
た
原
因
を
特

定
す
る
こ
と
は
困
難
に
過
ぎ
る
。
そ
も
そ
も
生
活
満
足
度

に
は
絶
対
的
な
基
準
は
な
か
ろ
う
。
経
済
的
に
は
所
得
水

準
が
影
響
す
る
可
能
性
は
あ
る
だ
ろ
う
が
、
こ
の
間
の
公

務
員
賃
金
の
動
向
を
見
て
も
、
そ
れ
に
規
定
さ
れ
る
と
は

言
い
難
い
。

　

そ
こ
で
、
ど
の
よ
う
な
層
が
こ
の
間
の
変
化
に
影
響
を

与
え
た
の
か
を
図
表
２
に
示
し
て
み
た
（
こ
こ
で
は
強
満

足
と
弱
満
足
を
「
満
足
」、
強
不
満
と
弱
不
満
を
「
不
満
」

と
し
、
03
調
査
を
基
準
に
、
満
足
度
が
低
下
し
て
い
た
07

調
査
と
反
転
し
た
13
調
査
を
取
り
上
げ
た
）。
03
調
査
か

ら
05
・
07
調
査
に
か
け
て
、
こ
こ
で
取
り
上
げ
た
す
べ
て

の
属
性
で
満
足
度
低
下
・
不
満
度
上
昇
が
生
じ
た
が
、
と

り
わ
け
男
性
、
五
〇
歳
代
以
上
、
技
能
・
労
務
職
、
道
庁

と
政
令
の
満
足
度
低
下
・
不
満
度
上
昇
が
目
立
ち
、
な
か

で
も
技
能
・
労
務
職
と
政
令
の
変
化
は
顕
著
で
、
道
庁

が
そ
れ
に
続
い
て
い
た
。
逆
に
目
立
っ
た
変
化
を
見
せ
な

か
っ
た
属
性
と
し
て
、
女
性
、
研
究
職
、
都
市
お
よ
び
町

村
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

07
調
査
か
ら
13
調
査
に
か
け
て
の
反
転
で
目
立
っ
た
の

は
、
男
性
、
二
〇
歳
代
以
下
お
よ
び
四
〇
歳
代
、
事
務
職

お
よ
び
看
護
職
、
そ
し
て
政
令
で
あ
り
、
な
か
で
も
政
令

は
極
端
に
満
足
度
上
昇
・
不
満
度
低
下
を
見
せ
て
い
る
。

こ
れ
に
対
し
て
女
性
、
五
〇
歳
代
以
上
、
研
究
職
、
道
庁

お
よ
び
都
市
・
町
村
で
は
大
き
な
変
化
は
な
か
っ
た
。

　

こ
れ
ら
は
、
こ
こ
で
指
摘
し
た
属
性
に
お
い
て
比
較
的

大
き
な
変
化
が
あ
っ
た
こ
と
を
示
す
の
み
で
、
変
化
の
原

因
を
明
ら
か
に
す
る
も
の
で
は
な
い
の
だ
が
（
変
化
に
影

響
す
る
可
能
性
の
あ
る
い
く
つ
か
の
要
素
に
つ
い
て
次
項

の
図
表
４
で
示
し
た
）、
03
調
査
か
ら
05
・
07
調
査
に
か

け
て
の
満
足
度
低
下
・
不
満
度
上
昇
と
13
調
査
で
の
反
転

の
結
果
、
13
調
査
で
の
満
足
度
は
03
調
査
で
の
水
準
を
多

少
で
は
あ
る
が
上
回
っ
た
こ
と
は
注
目
に
値
し
よ
う
。
経

済
的
に
は
格
差
社
会
の
深
刻
化
、
世
界
不
況
、
勤
労
者
所

得
の
減
少
、
独
自
削
減
等
に
よ
る
地
方
公
務
労
働
者
の
賃

金
引
き
下
げ
な
ど
が
進
ん
だ
時
期
に
、
北
海
道
の
地
方
公

務
労
働
者
た
ち
は
不
満
を
強
め
そ
し
て
弱
め
て
い
っ
た
。

図表１　生活満足度の推移

図表２　生活満足度の推移（属性別）

満　　足 不　　満
03 07 13 03 07 13

性　別
男　性 53.7 43.0 54.3 46.3 56.9 45.7 
女　性 63.3 59.6 65.2 36.7 40.4 34.9 

年齢別

20歳代以下 67.1 59.0 72.3 32.9 41.0 27.7 
30歳代 60.6 55.3 65.2 39.4 44.7 34.8 
40歳代 51.3 42.8 56.4 48.7 57.1 43.6 

50歳代以上 50.9 40.8 43.2 49.1 59.3 56.8 

職種別

事務職 61.8 53.5 63.5 38.1 46.5 36.5 
技術職 57.6 48.1 54.2 42.4 51.9 45.8 

技能・労務職 44.3 32.6 39.7 55.7 67.4 60.3 
看護職 50.3 41.8 53.7 49.7 58.1 46.3 
研究職 66.4 62.1 63.2 33.5 37.9 36.7 

海事職･その他 56.6 44.3 56.0 43.4 55.7 44.0 

行　政
区分別

道　庁 57.6 44.4 46.9 42.5 55.6 53.0 
政　令 60.3 35.9 62.7 39.8 64.2 37.2 
都　市 56.5 52.5 64.2 43.4 47.5 35.8 
町　村 57.1 52.2 59.8 42.9 47.8 40.2 

※　太字・灰色部分は、前の調査から10ポイント以上の変化を示す

（％）
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そ
こ
か
ら
想
定
で
き
る
の
は
、
生
活
の
満
足
・
不
満
の
判

断
は
絶
対
的
な
基
準
に
よ
る
の
で
は
な
く
、「
過
去
」
の
あ

り
方
や
周
囲
の
状
況
と
引
き
比
べ
て
「
現
在
」
を
感
じ
よ
う

と
す
る
一
つ
の
裁
定
行
為
だ
ろ
う
こ
と
で
あ
る
。
ゆ
え
に
、

あ
る
人
の
あ
る
と
き
の
生
活
状
況
は
、
と
き
に
は
満
足
と

き
に
は
不
満
と
感
じ
る
よ
う
な
、
相
対
的
で
流
動
的
な
意

味
を
持
つ
だ
ろ
う
。
そ
の
点
で
は
、
生
活
の
満
足
度
の
変

化
の
原
因
を
考
え
る
際
に
、
人
々
を
取
り
巻
く
社
会
的
経

済
的
情
況
の
変
化
を
無
視
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
だ
ろ
う
。

　
３
日
頃
の
関
心
事

－

気
に
な
る
も
の
は
何
か

　

図
表
３
は
、「
日
頃
、
関
心
あ
る
い
は
気
に
な
っ
て
い

る
こ
と
」
を
選
ぶ
と
い
う
設
問
の
結
果
で
あ
る
（
こ
の
設

問
は
01
・
03
調
査
で
も
行
わ
れ
て
い
た
が
、
こ
の
両
年
は

単
一
選
択
、
05
調
査
以
降
は
三
つ
ま
で
の
選
択
と
変
更
が

あ
り
全
調
査
を
繋
げ
る
こ
と
は
困
難
な
た
め
、
こ
こ
で
は

05
調
査
以
降
に
限
定
し
た
）。
選
択
肢
と
し
て
挙
げ
ら
れ

て
い
る
八
つ
の
事
柄
に
つ
い
て
、
05
調
査
か
ら
13
調
査
ま

で
に
は
目
立
っ
た
変
化
は
な
い
。
も
っ
と
も
関
心
が
あ
る

の
が
「
趣
味
・
ス
ポ
ー
ツ
・
旅
行
」、
次
い
で
「
自
分
・

家
族
・
両
親
の
老
後
の
生
活
」「
自
分
・
家
族
の
健
康
・

体
力
づ
く
り
」、
そ
し
て
「
家
計
・
住
宅
・
教
育
」「
子
ど

も
の
教
育
・
就
職
・
結
婚
」
と
い
う
順
で
あ
り
、
こ
れ
に

対
し
て
「
職
場
の
同
僚
や
上
司
と
の
関
係
」
は
少
な
く
、

「
地
域
・
社
会
活
動
・
近
所
づ
き
あ
い
」
は
極
少
で
あ
る
。

　

図
表
４
は
、
13
調
査
に
限
定
し
て
年
代
と
生
活
満
足
度

と
の
関
係
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
る
と
、
年

代
が
上
に
な
る
ほ
ど
家
族
に
係
わ
る
関
心
が
強
ま
り
、
趣

図表３　日頃の関心事の推移

趣味･スポー
ツ･旅行

能力・教養
の向上

職場の同僚
や上司との
関係

自分や家族
・両親の老
後の生活

子供の教育
･就職･結婚

家計･住宅･
教育（ロー
ン）

自分や家族
の健康・体
力づくり

地域・社会
活動・近所
づきあい

平　　　　均 61.5 26.4 23.9 42.3 34.9 34.9 40.2 5.5 

年　代　別

20歳代以下 84.9 44.3 35.5 21.0 12.6 20.8 31.2 6.4 

30歳代 67.1 29.0 22.7 34.6 37.7 37.5 35.4 5.0 

40歳代 56.1 22.1 21.3 44.1 46.0 37.2 40.2 4.6 

50歳代以上 45.2 16.1 20.4 64.0 33.5 39.0 52.3 6.7 

生活満足度

満足している 74.5 36.5 24.3 29.3 27.7 17.4 41.2 5.7 

どちらかといえば満足している 67.2 28.7 25.5 39.5 33.3 26.9 42.1 5.2 

どちらかといえば不満 53.3 21.9 23.1 49.9 38.3 44.9 39.0 6.6 

不満だ 47.7 17.7 20.3 47.4 40.3 59.0 34.8 4.0 

図表４　日頃の関心事に関連する諸要素（13調査）
（％）
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味
・
ス
ポ
ー
ツ
・
旅
行
と
能
力
・
教
養
の
向
上
と
い
っ
た

自
分
個
人
に
係
わ
る
関
心
は
年
代
が
下
に
な
る
ほ
ど
強

ま
っ
て
い
る
。
年
齢
を
経
る
に
つ
れ
て
、
単
身
生
活
→
婚

姻
→
子
ど
も
の
出
生
と
教
育
他
→
住
宅
入
手
→
老
親
の
介

護
他
→
自
分
の
高
齢
化
と
生
活
条
件
の
変
化
が
進
む
こ
と

が
一
つ
の
ラ
イ
フ
・
パ
タ
ー
ン
と
な
っ
て
い
る
で
あ
ろ
う

こ
と
か
ら
、
こ
れ
は
十
分
に
首
肯
で
き
る
傾
向
で
あ
ろ

う
。
ま
た
、職
場
の
同
僚
や
上
司
と
の
関
係
へ
の
関
心
は
、

二
〇
歳
代
以
下
の
若
年
層
で
比
較
的
強
く
、
三
〇
歳
代
以

降
は
ほ
ぼ
変
わ
っ
て
い
な
い
が
、
そ
こ
に
は
入
職
か
ら
の

時
間
が
短
い
若
者
た
ち
の
不
安
が
表
現
さ
れ
て
い
る
と
考

え
ら
れ
る
。

　

選
択
肢
に
挙
げ
ら
れ
て
い
る
事
柄
を
、
個
人
関
心
（
趣

味
・
ス
ポ
ー
ツ
・
旅
行
、
能
力
・
教
養
の
向
上
）、
家
族

関
心
（
老
後
の
生
活
、
子
供
の
教
育
等
、
家
計
・
住
宅
・

教
育
、
健
康
・
体
力
づ
く
り
）、
職
場
関
心
（
同
僚
・
上

司
と
の
関
係
）、
地
域
関
心
（
地
域
・
社
会
活
動
・
近
所

づ
き
あ
い
）
と
い
う
四
つ
の
関
心
領
域
に
区
分
す
る
と
、

若
年
で
あ
れ
ば
あ
る
ほ
ど
個
人
関
心
が
強
く
、
年
齢
を
経

る
と
家
族
関
心
が
強
ま
る
傾
向
が
見
出
さ
れ
る
。
そ
れ
に

対
し
て
、
職
場
関
心
は
若
年
層
の
み
が
比
較
的
強
く
、
地

域
関
心
は
年
代
に
よ
る
顕
著
な
差
が
な
い
。
関
心
事
は

人
々
の
ラ
イ
フ
・
パ
タ
ー
ン
の
一
つ
を
反
映
し
て
い
る
と

言
え
よ
う
。

　

先
に
取
り
上
げ
た
生
活
満
足
度
と
の
関
係
を
見
る
と
、

満
足
度
が
高
け
れ
ば
個
人
関
心
が
強
く
、
不
満
が
強
け
れ

ば
家
族
関
心
が
強
ま
る
傾
向
が
あ
る
。
老
後
や
家
計
に
関

す
る
不
安
が
増
し
て
満
足
度
が
低
下
す
る
・
不
満
を
高
め

る
要
因
に
な
っ
て
い
る
可
能
性
が
あ
ろ
う
。

　
４
生
活
観

－

何
を
生
活
の
目
標
と
し
て
い
る

　
　
の
か

　

図
表
５
は
「
あ
な
た
の
生
活
観
で
も
っ
と
も
近
い
も

の
」
を
問
う
た
結
果
で
あ
る
（
こ
の
間
で
は
01
・
03
・
13

調
査
で
の
み
の
設
問
で
あ
る
た
め
、
03
調
査
と
13
調
査
の

み
を
示
し
た
）。
こ
の
一
〇
年
間
で
、「
そ
の
日
そ
の
日
を

自
由
に
楽
し
く
過
ご
す
」
は
変
化
が
な
く
、「
し
っ
か
り

と
計
画
を
立
て
て
豊
か
な
生
活
を
築
く
」
が
微
減
、
も
と

も
と
少
な
か
っ
た
「
地
域
や
職
場
の
み
ん
な
と
力
を
合
わ

せ
て
生
活
を
し
て
い
く
」
が
４
ポ
イ
ン
ト
近
く
減
少
し
、

「
身
近
な
人
た
ち
と
和
や
か
な
毎
日
を
送
る
」
が
増
加
し

た
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
設
問
は
先
に
指
摘

し
た
Ｎ
Ｈ
Ｋ
調
査
部
の
「
日
本
人
の
意
識
」
調
査
を
参
考

に
設
定
さ
れ
た
と
の
こ
と
だ
が
（
生
活
満
足
度
の
設
問
も

同
様
）、
そ
こ
で
は
こ
れ
ら
の
選
択
肢
を
次
の
よ
う
に
区

分
し
て
い
る
。

　

ま
ず
生
活
観
（
生
活
目
標
）
を
問
う
際
に
、
目
標
は
現

在
の
生
活
が
焦
点
か
未
来
の
生
活
が
焦
点
か
と
い
う
軸

と
、
目
標
は
自
己
の
生
活
を
焦
点
と
す
る
か
、
そ
れ
と
も

他
者
・
社
会
と
の
関
連
を
焦
点
と
す
る
の
か
と
い
う
二
つ

の
軸
に
基
づ
い
て
、
①
「
そ
の
日
そ
の
日
を
自
由
に
楽
し

く
過
ご
す
」（
現
在
中
心
・
自
己
本
位
）、
②
「
し
っ
か
り

と
計
画
を
立
て
て
豊
か
な
生
活
を
築
く
」（
未
来
中
心
・

自
己
本
位
）、
③
「
身
近
な
人
た
ち
と
和
や
か
な
毎
日
を

送
る
」（
現
在
中
心
・
社
会
本
位
）、
④
「
み
ん
な
と
力
を

合
わ
せ
て
世
の
中
を
よ
く
す
る
」（
自
治
労
北
海
道
本
部

組
合
員
意
識
調
査
で
は
「
地
域
や
職
場
の
み
ん
な
と
力
を

合
わ
せ
て
生
活
を
し
て
い
く
」
と
の
文
言
に
変
更
し
て
い

る
）（
未
来
中
心
・
社
会
本
位
）
と
い
う
四
つ
の
生
活
目

標（
生
活
観
）類
型
を
設
定
し
て
い
る
。そ
し
て
、①
を《
快
》

志
向
（
自
己
の
欲
求
を
即
時
的
に
充
足
さ
せ
る
こ
と
が
目

標
）、
②
を
《
利
》
志
向
（
自
己
の
欲
求
を
長
期
的
に
充

足
さ
せ
る
こ
と
が
目
標
）、③
を
《
愛
》
志
向
（
社
会
（
他

者
）
の
欲
求
を
即
時
的
に
充
足
さ
せ
る
こ
と
が
目
標
）、

④
を
《
正
》
志
向
（
社
会
（
他
者
）
の
欲
求
を
長
期
的
に

充
足
さ
せ
る
こ
と
が
目
標
）
と
位
置
づ
け
て
い
る（
３
）。
こ
の

四
つ
の
志
向
を
ま
と
め
た
も
の
が
図
表
６
で
あ
る（
４
）。

図表５　生活観（生活目標）の推移
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こ
の
区
分
を
用
い

て
、
生
活
観
（
生
活
目

標
）
に
係
る
組
合
員
意

識
調
査
の
結
果
と
二
回

の
調
査
の
変
化
を
図
表

７
に
示
す（
５
）。
こ
れ
に
よ

る
と
、
03
調
査
か
ら
13

調
査
ま
で
の
一
〇
年
の

変
化
と
し
て
、《
快
》

志
向
と
《
利
》
志
向
す

な
わ
ち
自
己
本
位
的
な
志
向
に
は
ほ
と
ん
ど
変
化
が
な
い

一
方
で
、
社
会
本
位
的
志
向
の
う
ち
の
《
正
》
志
向
が
弱

ま
り
、《
愛
》
志
向
が
強
ま
っ
た
と
言
え
る
。
選
択
肢
に

即
し
て
表
現
す
る
と
、
こ
の
間
の
主
要
な
変
化
は
、
地
域

や
職
場
の
人
々
と
い
う
社
会
的
他
者
と
の
協
働
志
向
（
と

き
に
は
変
革
志
向
）
が
弱
ま
り
、
代
わ
っ
て
、「
身
近
な
」

他
者
と
の
限
定
的
だ
が
安
定
的
な
関
係
へ
の
志
向
が
強

ま
っ
た
こ
と
に
な
ろ
う
。《
愛
》志
向
と
さ
れ
た
生
活
観（
生

活
目
標
）
は
、
社
会
本
位
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
も
の
で
は

な
く
な
り
、
次
第
に
自
己
と
身
近
な
人
々
と
い
う
限
定
さ

れ
た
小
集
団
の
現
在
利
益
を
求
め
る
も
の
へ
と
変
わ
り
つ

つ
あ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

こ
こ
で
は
詳
し
く
は
触
れ
な
い
が
、
職
場
や
地
域
と
い

う
利
害
関
係
が
絡
み
も
す
る
場
で
の
他
者
と
の
協
働
志
向

の
弱
化
と
身
近
で
限
定
的
な
小
集
団
へ
の
志
向
の
強
ま
り

＝
人
間
関
係
の
狭
隘
化
傾
向
は
、
ほ
ぼ
す
べ
て
の
属
性
で

生
じ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
て
お
こ
う
。
労
働
組
合
・
労

働
運
動
に
と
っ
て
看
過
で
き
な
い
傾
向
と
考
え
ら
れ
る
か

ら
で
あ
る
。

　
５
生
活
の
中
心

－

軸
足
を
ど
こ
に
置
く
の
か

　

図
表
８
は
「
生
活
の
中
心
を
ど
こ
に
置
い
て
い
る
か
」

へ
の
回
答
の
変
化
を
示
す
（
本
稿
で
取
り
上
げ
て
い
る
調

査
の
う
ち
、
同
一
選
択
肢
が
設
定
さ
れ
た
01
調
査
と
13
調

査
の
比
較
）。
こ
れ
は
組
合
員
た
ち
の
日
常
に
お
い
て
、

主
に
何
を
向
い
て
生
き
て
い
る
の
か
を
問
う
も
の
で
あ
る
。

　

そ
の
結
果
は
一
〇
数
年
の
時
を
経
て
も
ほ
と
ん
ど
変
化

が
な
く
、
個
人
ま
た
は
家
族
に
軸
足
を
置
く
個
人
主
義
・

家
族
主
義
（
な
に
よ
り
も
・
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
家
庭
・

趣
味
が
中
心
）
が
45
％
程
度
、
仕
事
・
職
場
に
軸
足
を
置

く
仕
事
・
職
場
中
心
主
義
（
な
に
よ
り
も
・
ど
ち
ら
か
と

い
え
ば
仕
事
・
職
場
が
中
心
）
が
23
％
程
度
、
家
庭
・
仕

事
両
立
主
義
が
三
分
の
一
程
度
で
あ
る
。

　

図
表
９
に
生
活
の
中
心
に
関
連
す
る
可
能
性
の
あ
る
要

素
の
い
く
つ
か
に
つ
い
て
の
13
調
査
デ
ー
タ
の
ク
ロ
ス
集

計
を
掲
げ
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
平
均
値
を
基
点
に
し
て
い
く

つ
か
の
注
目
点
を
挙
げ
る
と
、
男
性
が
家
庭
・
趣
味
を
中

心
に
置
く
割
合
が
高
く
、
そ
の
傾
向
は
二
〇
歳
代
以
下
お

よ
び
三
〇
歳
代
、
事
務
職
、
働
き
過
ぎ
と
感
じ
て
い
な
い

人
々
に
も
共
通
す
る
。
こ
れ
に
対
し
て
仕
事
や
職
場
に
軸

足
を
置
く
傾
向
が
強
い
の
は
、
女
性
、
技
術
職
お
よ
び
研

究
職
、
働
き
過
ぎ
と
感
じ
て
い
る
人
々
で
あ
っ
た
。
と

図表６　生活観（生活目標）類型図表７　生活観（生活目標）の全体像

図表８　生活の中心をどこに置くか
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く
に
研
究
職
は
、
仕
事
・
職

場
に
軸
足
を
置
く
傾
向
が
強

い
。
ま
た
、
働
き
過
ぎ
と
感

じ
て
い
る
人
々
も
同
様
の
傾

向
を
見
せ
て
い
る
。
こ
れ
に

関
し
て
は
、
要
員
不
足
そ
の

他
に
よ
っ
て
働
き
過
ぎ
が
必

然
化
せ
ざ
る
を
得
ず
、
そ
れ

が
仕
事
と
職
場
に
軸
足
を
置

い
て
い
る
と
い
う
現
実
を
も

た
ら
し
て
い
る
と
の
解
釈
も

可
能
で
あ
ろ
う
。

　

そ
の
可
能
性
が
あ
る
な
ら

ば
、
こ
の
設
問
回
答
の
意
味

は
、
当
人
の
意
思
に
よ
っ
て

設
定
さ
れ
る
自
己
決
定
的
軸

足
と
現
実
に
よ
っ
て
強
制
さ

れ
る
環
境
決
定
的
軸
足
と
に

区
別
し
て
捉
え
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
が
、
残
念
な
が
ら
そ

れ
は
不
可
能
で
あ
る
。

　

本
稿
で
は
こ
れ
ま
で
の
連

載
で
取
り
扱
っ
て
き
た
調
査

年
を
超
え
て
、
例
外
的
に
13

年
調
査
の
う
ち
生
活
意
識
に

係
る
設
問
の
回
答
結
果
を
用

い
て
、
こ
れ
ま
で
保
留
し
て

い
た
生
活
意
識
に
つ
い
て
検

討
し
て
き
た
。
こ
の
カ
テ
ゴ

リ
ー
に
係
る
調
査
の
回
数
は
少
な
い
た
め
、
明
確
な
傾
向

を
見
出
す
に
は
困
難
が
あ
っ
た
。
と
は
い
え
、
北
海
道
の

地
方
公
務
労
働
者
た
ち
の
生
活
の
満
足
・
不
満
度
、
日
頃

関
心
を
持
っ
て
い
る
事
柄
、
生
活
観
（
生
活
目
標
）、
生
活

の
中
心
に
据
え
て
い
る
こ
と
の
一
端
は
示
せ
た
と
は
思
う
。

　

し
か
し
、そ
れ
は
「
北
海
道
の
地
方
公
務
労
働
者
た
ち
」

の
生
活
意
識
で
は
あ
る
も
の
の
、
た
と
え
ば
民
間
企
業
で

働
く
労
働
者
た
ち
、
北
海
道
以
外
の
地
方
公
務
労
働
者
た

ち
、
ま
た
日
本
「
国
民
」
全
体
と
の
共
通
点
（
普
遍
性
）

や
相
違
点（
特
殊
性
）を
明
ら
か
に
す
る
も
の
で
は
な
か
っ

た
。
本
連
載
の
目
的
は
、
一
〇
余
年
の
意
識
調
査
結
果
か

ら
結
ぶ
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
（
北
海
道
の
）
地
方
公

務
労
働
者
た
ち
の
労
働
者
像
で
あ
る
。
次
稿
で
そ
れ
を
試

み
る
予
定
で
あ
る
。

＜

す
ぎ
も
と　

た
つ
の
り
・
釧
路
短
期
大
学
教
授＞

【
注
】

（
１
） 

杉
本
龍
紀
「
自
治
労
北
海
道
本
部
『
組
合
員
意
識
調
査
』

の
10
年
⑴
」『
北
海
道
自
治
研
究
』第
五
三
一
号（
二
〇
一
三

年
四
月
）、
三
頁
、
図
表
２
参
照
。

（
２
） 

最
新
の
調
査
（
第
九
回
調
査
）
は
二
〇
一
三
年
に
実
施

さ
れ
、
結
果
の
概
要
が
Ｎ
Ｈ
Ｋ
放
送
文
化
研
究
所
『
放
送

研
究
と
調
査
』
二
〇
一
四
年
七
月
号
お
よ
び
八
月
号
掲
載

の
「
日
本
人
の
意
識
・
40
年
の
軌
跡
⑴
⑵
」
で
紹
介
・
検

討
さ
れ
て
い
る
。

（
３
） 

Ｎ
Ｈ
Ｋ
放
送
世
論
調
査
所
（
編
）『
現
代
日
本
人
の
意

識
構
造
』
日
本
放
送
出
版
協
会
（
一
九
七
九
）、
一
九
―

二
〇
頁
。

（
４
） 

Ｎ
Ｈ
Ｋ
放
送
文
化
研
究
所
（
編
）『
現
代
日
本
人
の
意

識
構
造
［
第
七
版
］』
日
本
放
送
出
版
協
会
（
二
〇
一
〇
）、

　
　

一
九
八
頁
の
図
を
一
部
改
変
し
た
。

（
５
） 

同
右
、
一
九
九
頁
の
図
を
元
に
作
成
し
た
。

図表９　生活の中心に関連する諸要素（13調査、％）


